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発表資料 河本英夫 
初lf現象挙リ三巨リテ-52ν研究主お三ご且ゐて二コ 最近接領域
ヴィゴツキ が「発達J由場面で最近接領峻査定式化したとき‘肉容よは
「一人では実行できないが‘周圏の教貝.治療者その他の勘Iずがあれば
‘実行可能になる能力の形成の幅となる領唆」だと規定している.たとえ
システム的介入の最近筏領城
1;1珪よがりのできる子供に‘蹴よがりを教えようとするとき.理よがりが
はじめてできるようになったとき‘ただちに蹴よがりを教えことはできない. .でまきたる大Jと車い繍うの能で力きのる形子成供のに幡‘圭わ箔ざ標わしざて融い上るがのりがを、教員え近る復必領要土も様でなあいる.『. 
脳神経亮の渇傷や身体疾患では身体動作が槽能不全となる.この機能
不全に対して1乱再度「できる』という能力の形成を行わなければならな
いので、治!I場面でも『治療介入」の最近簿領峻が盟宜できるはずでる
201612117 
る.そのときい〈っか由補足議件を付けなけれfまならない.
東洋大学文字削苗字科
河本英克
治療的最近接領域1 治療的最近嬢領域2
ヴィゴツキーの轟近撞舗埴に!ふ瞳常幸平旬としての聾撞段階が外側に 能力の形成プロセスで見ると‘晶る能力が形成されれli.ただちに担の
前聾されている.ぞれによって大まかな最近復領峻の幅を決めることが 院カの形成が可後になるわけではない.立位ができるようiこなれば‘た
できる.とこるが脳神経系的慣傷で「本画人差が末き<.個々人の調傷 だちに歩行が可能になるわけではない.能力の形成に喰次に進むため
の度合いやまた損傷の広がりによって、晶近撞領土嘆の設定は奥なってく には「融問」が必要であり‘ゼヲピストにとっても患者自身にとっても、「待
る最と近考獲え領ざ域るのを発え見ない」か.とら行するわとな脳け損れ傷ばのな場らな合いに可1ふ能担性行が錯出障てをくるつ.うじて「 ちるがこの必陣要聞となでるな.恒し1がが起しこきのて必い要るのとさかれー る阻聞にも‘掴人差が相当にあ
最近獲領緩Iふ次の能:h由形成につながる仕組みで絞宣されている，~ 舵カの形成にIふどの早慶の軍筋があるのが.個々の動作を繰り置して
る段階での能力の形成は‘次の能力形成のための踏み台となる.とこる 能力は形成される.その場合にIふ幅別量動作から晋車問な能力の形成
が蹴上がりができるようになっても‘""事舗ができるようにはならない場 が閏われる.57+68=:が計算できるようになれli./'のような足し算もで
合が圧倒的に多い。三由遣いは、Eζから生じる田か.ζζにも当勲個人 きるtóろうとfいう予期をもっζとができる.掴別的行為~昔直的能力との
差が関与して〈る.つまり最近緩領援の控定でf丸どこに聖が生じてしま 聞でf丸ある稽の規貝リの菅得と軍聞が貝られる.ところが身体重曲作では
うのかという聞いである.一般的に「乱特定能力の過形成1;1:.他白能力 、昔軍的能力に相当するもの1;1:.自在に易体重自作の遇択と制御が可能
にとっての堕となってしまうことがある.また機能不全の場合‘機能の園 であることであろう.
復lま つの壁なのか.歩行の圃復1;1:.走力の形成の手前に留まること
なのか.
治療的最近接領域3 治療的最近接領域4
家を建てる場合を想定する.日人づっの麗人から信る=組の揖回をつ〈る.一方 動作由回復l志、動作そのものに向かうζとと「ま異なる仕組みでも形成さ
楓の篇援園を指に定はし‘見てE‘E樟り援園の‘陸指計示園通‘りレにイ作ア集ウをト進そめのる他.的・必・・要もうな一も方ののは1す3人ベのて属副国え‘に れる.量的作の形成在意描的な目標にせず‘結果としていつの間にかできるようiこなっていた‘ B~のことをいるいるやっている聞に動作抱Tできるよう
Iま貝取り臨も飯倉+闘もレイアウトも本<.た先3・人相互が相互の配領だけでどう行 になった.というように動作の形成はタ ゲットではな仁帽果として形成
動途す鋪る‘'かhきがが決開ま始ってされいるる こ聴う人したたちやはり当方初で偶も憲然は縛で定きのる配.置につ<.配置1=ついた される劃藍噛だとしたとき‘多くの可能性が開かれる.
ア宥リえやらハれチ4よがい.‘蝿を作るさいに、あらかじめ陵台して蹟計図を貝て作っているとは 治癒自標とな 鍛に機能性の白復である.ところが摺能はすでに形成されている場合にIι 少々由損傷では失われてはいない.ありあわせの
目的.'決まった崎、それを実直するためには‘目的に向かうような目的合理的行 素材で槽齢縄持がすでに行われていて‘すでに慢性化」ている，機能不
為あでり、形プ威ロさセれスてのい運る動とかはら鰻作ららなれいて.まいうるた可〈能期性のが由高路いで.形見Eされている可耐性が
全はそれを組得するための仕組みが出来上がっていることが多い.
漕海中で結晶が都成されるときー 通漉肉の生成プロセスr:値観するがー 一つー
つロセのス生1成色プ目ロ的セ{ス繍l県ま}に鎗肉・かをう作よろううにと遂して行.し作てっいてるいとるはの考でえはに怠〈いいが.隻.に命ものか隻か成わプ
らず鎗果は合歓する.
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治療的最近接領域4 機能性1
晶近接領峨での訓輔「氏当初支撞害‘セラピストの介助をヲ干して行われ 摺能性(歩行‘手作業等々)1ふ器官復合のなかに.固有蓋散が撞得され
るが.その延長よで 人でも実行できなければならないーとこるが多〈田 た状酷であるa鵠官が踊っていても.固有変叡が獲得されなければ‘槽
場合‘ 人では実行しなくなり‘やがて実行できなくなる.ここには多〈の 能は出現してこない.(尭遣聞碍者で歩行できないもの)
理由があるに董いない.この問題は割|続室では実行できるが‘家庭では ひとたlJ.摺能が獲得されれば‘鵠官総のどれかが浅傷を畳けてt摺能
できなくなるという問題でfまない.(1ト 人で行為できるとl;t.量的作の制翻 性Iま絡持されるー (胃を明り取っても‘+二指腸の末織あたりが胃由掴能
置数を領数掴もつこと‘ロ)動作制闘ができるようになったとき‘新たな制 を代脅する、隣接部位を解の陣代す脅れ)外科的核患では摺能性の維持がある限
御「変数」が撞得されている「まずだが、乙由変1&田撮れ帽が狭〈、固定値 り.損傷部位の妨げ Iまよい.
になってしまっている場合には、本当1主動作でさえない "ー"田量的作形成 麻療とl;t.槽能性ぞ由ものの震除である.摺能性の鮫除にl;t.多〈のレ
へと聞かれていること‘ 会参Iする場合には"'"ま走れるというようの次回可能 ぺJレがありベ1)多〈ζとがどうするζとなのかがこ分となかのらかながい、わ(2)多<"-とが性に聞かれている必要がある.(3)認問的制御味、費約作目さなかではコス 恒Iなのかはわかるが‘自分自身ではどうする からない‘ト削減にしたがって、 慣れ~不使用によって. 自分では行わなくなる. (る3と)多‘くことがなんなのかはわかるが.わかっているζとを実行しようとす
歩行にはならない‘ (4)多〈ことが伺なのかはわかり‘実行すること
もできるが、大変すぎて、やらな〈てもすむならやらない、(5)が2会あ〈こと「まで
きるが..副作に肉守主的な白描性がない等々のようにレペル る.
機能性1-2 機能性2
有ゴス槽)偶が成副生し18た佐と紀きの末大から流1行9世語紀で初あ繭りJに体か働けIJJてf‘有「摺生体駒制学」Jf(有ピオ摺=性ロ」と
訳隠がばらばらなので気づきに〈いが‘ 『オ ガニぜ ションJの訳栢であ
る.またそこに多〈の肉曹が置り込まれた.基本酌には自己線待の仕組
みであり、権宣的な1m靭Jの仕組みでもある.
1)1員傷が起きたとき‘局面の器官が槽能代普在行う.
2問 宜の部位が蝿張レたとき‘間接する部位の縮小が起きる.
3)各岩崎官fま特定の槽能純絡のために共通の特徴在帯びる.
4淵聞は組み込まれた鵠官によって夕、形Iま変化するが炎症時には同じ
ような病盟となる.
機能性3 機能性4(効率化の出現)
ハイパーサイクルでは屯各剖位は一貫してそれじたいの作動歪行うだけ 摺能性の凶現とともに‘発生的には当面活用しないが.置在的には可能
であり、隅撞する務位田作動由触媒(多くの場合にl;t.速度翻lI!j=しか である‘という領域を形成する岳発生 発ー達とl;t.多くの可能性を搭てなが
なっていないことが多い也それが一連なりの円環となって‘ 固有の摺能を ら現実性を形成することであり‘可能性の曜定であるが、そのさなかに別
果たしている.この犠合にl;t.各部位は全保でまとまるうとするような性 犠でもありうる唖筏(発達的措在位)を指していることがある.
置1主要求されないし‘必聖でもない‘ 起動可能性に相段階にも作量的の度合いを闘要できるような段階牲が出
特定の割分サイクルが磁領しても‘ぞれを酷いて.他の部分サイクルだ 現する槽能某がある.(たとえば発声)
けで作動を暗けることもできれば.~Iの部分サイクルでイモ省ずることもで この段階性を循得する身体内感領雌l;t.独自に成立しているように且え
ぎる.複能性がなめらかに自己絡得されるためにlふいくつかの条件が る.快/不快‘痛みの指標機能がそれである.しかし身体構能郡位の起動
ある.一障には槽能給待のためのコスト剛酷である. 段階と快/不快‘痛みとは対応しない.抑制l;t.過度にならず‘無反応で
もいけない中間領緩(<1'庸)在繰り車レ形成し‘制闘する仕組みのことで
ある.
第八回人間再生研究会 
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